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PPD-s(精 製にツベ ル ク リン)に よ る ツ反 応 検 査 方 法 に つ い て

第2報2種 の濃度のPPD-sに よ るツ反応の特異的反応 について

松 本 幸 久

国立予防衛生研究所結核部(指 導 柳沢 謙)

受 付 昭 和33年10月4日

緒 言

さきに われわれ1)は,ツ 反応検査 およびBCG接

種にを行つた ことのない鹿児島県大 島郡住 用村 の住民お よ

び比較 的検 診を行つてい ない静岡県K地 域 の小中学生

以外 の住民 を対象 として,同 一人 の両側前膊 にそれぞれ

PPD-s0.06γ/0.1mlと2,000倍 旧ツ液 とを 注射

して,発 赤 の度数 分布 曲線 を調べ,そ の特異的反応 をあ

らわす 曲線 では,曲 線 の巾を示す 標準偏差が2,000借

旧 ツ液 の3.43698mmに 対 して,PPD-s 0.060で

は3.55628mmでPPD-sの 方がやや 大 きく,そ の

中央値 は2,000借 旧 ツ液 で は16.200mm,PPD-s

0.06ッ では16.982勉 粥 で,特 異的反応 を あ らわす 曲

線 はPPD-sに おい ては,旧 ツ液 よ りは全般的に発赤

の大 きさの大 きい方へず れてい る ことを認め,ま たP

PD-sの 濃度を2倍(0.12γ/0.1 ml)に して,2,000

倍 旧 ツ液 と比較 した ところでは特 異的反応をあ らわす曲

線 の標準偏差 は,2,000倍 旧 ッ液 では3.80680mmに

対 して,PPD-s0.12γ では3.82940mmで 両者間

に大差 な く,そ の中央値 は旧 ツ液 の16.285mmに 対 し

てP P D-sで は19.711mmで,PPD-sの 方が 旧

ツ液 の ときよ り特異的反応 をあ らわす 曲線 は発赤 の大 き

さの大 きい方へずれ てい ることを認 めた。

私2)は さきに2才 未満 の健康 な乳幼 児について,4

種類 の濃度 のPPD-s(0.03,0.06,0.12お よび0.24

0/0.1ml)に よ る反応 の非特異的反応 を検討 し,こ れ ら

各濃度間 には相互 に大差が なか つたこ とを報告 した。そ

こで今 回は2種 類 の濃度 のP P D -s(0.03,0.06γ/

0.1 ml)に よ る特 異的反応 を検討 したので報告 したい と

考 える。

研 究 方 法

使用PPD-s液:PPD-sは 予研製 のLot.NO.153)

の凍結乾燥粉末 を燐酸塩緩衝液 で0.03,0.06γ/0.1 ml

に溶解 し,溶 解後は冷蔵保存 して1週 間 以 内に 使用 し

た。

対象:東 京都杉並 区在住 のBCG初 回接種 後3ヵ 月

の健康 な2才 未 満の乳幼 児であ る。

ツ反応 の注射術式 および 判定方法 は前報2)と 同じで

あ る。

研 究 成 績

特 異的反応 として 自然感染 時の ツベル ク リンア レル ギ

ー(以 下 ツ ・ア レル ギー と略)を 乳幼児において多数観

察す ることは,き わめて困難 であ るのでBCGに よる

人工免疫時 の ツ ・ア レル ギーを もつて これに代え ること

にした。 す なわ ちBCG初 回 接種後3ヵ 月 とい うヅ

・ア の レギ0の 最大最強 を示す時期 においてツ反応 を実

施 した。

特異的反応 を検討す るために,ま ず0.03γ 群 と0.06

γ群の2群 について反応の大 きさの度数分布 を調べ た。

その発赤 の大 きさについての 成績 は表1の ご とくであ

表1東 京都 杉並 区内のBCG初 回接種後3ヵ 月

の2才 未満の乳幼児にお ける2種 のPPD-s

(0.03,0.06γ/0.1ml)の 発赤 の 大 きさ

の度数分布(実 測値 と理論値)
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る。両群 の 対象数 は0.03γ 群 では85名,0.06γ 群

では205名 で あつた 。 実測値 による発赤 の 大 きさの度

数分布 曲線 を描いてみ ると図1,2に 示 した ご とく,い

図1東 京 都杉並区内のBCG初 回接種後3ヵ 月

の2才 未満 の乳幼児(85名)に おけ るPPD-s

0.03γ/0.1mlの 発赤の 大 きさの 度数分布

曲線(実 測値 と理 論値)

図2東 京都 杉並 区内のBCG初 回接種後3ヵ 月

の2才 未満 の乳幼 児(205名)に お けるPPD-

s0.06γ/0.1mlの 発赤の大 きさの度数分

布 曲線(実 測値 と理論値)

ずれの群 も正規分布型とみなしうるので

な る式 に従つて解析を試 みた 。まず両群 の発赤 の大 きさ

の平均値 は0.03γ 群 では10.994mm,0.06γ 群では

13.037mmで0.06γ 群の方が大 きかつ た。 ついで曲

線の巾を示す標準偏差は0.03γ 群では3.231098mm,

0.06γ 群では4.214152mmで0.06γ 群 の方が 曲線

の巾が広い。 てれ らを解析 して得 られた理論値 によ る発

赤の大 きさの度数分布 および その曲線 は表1,図1,2

に示 された ごと くであ る。 その理論値 に よる発赤 の大 き

さの度数分布 曲線 を重 ねて描い てみる と,図3の ご とく

図3東 京都杉並区内のBCG初 回接種後3ヵ 月

の2才 未満 の乳 幼児にお ける2種 のPPD-s

(0.03,0.06γ/0.1ml)の 発赤 の 大 きさの

度数分布 曲線(理 論値)の 比較

0.06γ 群 の方が 発赤 の大 きさの 大 きい 方へずれてい る

のが判 る。

さて ツ反応 の判定基 準を求め る方法 として は,さ きに

前 田4)が のべてい るごと く,累積度数に よる方法 と面積

によ る検討法 との2法 が考 え られ るが,こ こでは後者に従

つ て検討 す ることに した。すなわ ちツ反応の信頼度 をP

%と す ると,特異的反応 曲線 がか こむ面積 が,(100-P

)%な るときの発赤 の 大 ききを 求め ると,陰性者 と疑 陽

性者 との境界が 求め られ る。 したがつて ツ反応の信頼度

を99%と す ると,陰 性者 と疑 陽性者 との境界 は0.03γ

群 では3.472=3.5mm,0.06γ 群 では3.226=3.2mmで

表2東 京都 杉並 区内のBCG初 回接種後3ヵ 月

の2才 未満 の乳幼 児におけ る2種 のP P D -s

(0.03,0.06γ/0.1ml)の 硬結 の大 きさの度

数分布(実 測値)

やや0.06γ 群 の方 が小 さい値 であ る。5mmを 陰性者 と

疑 陽性者 との境界 とす ると,ツ 反応の信頼 度は0.03γ 群
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では96%,0.06γ 群 では97%に なる。 すなわ ち

0.06γ 群の方が0.03γ 群 よ り ツ反応の 信頼度がやや

高い てとが判 る。換言すれ ば特異的反応 曲線 を発赤の大

きさの面か ら検討 した 場合に,PPD-sの 濃度に よ り

その曲線の 山は変動す るといつて よか ろ う。

ついで硬結の面か ら検討 してみ る と,硬 結の大 きさの

度数分布 は表2に 示 した ごと く,0.03γ の 場合の 方が

小 さく,ま たその大 きさの平均値は0.03γ 群では6.234

mm,0.06γ 群 では8.850mmで0.06γ 群の方が大

きい。硬結 の大 きさの度数分布 曲線 は図4に 示 した ごと

図4東 京都 杉並 区内のBCG初 回接種 後3ヵ 月

の2才 未満 の乳 幼児におけ るPPD-s(0.03,

0.06γ/0.1ml)の 硬結 の大 きさの 度数分布

曲線(実 測値)の 比較

く,0.06γ 群 の方が硬結 の大 きさの 大 きい方へ ずれ て

い るのが判 る。 す なわ ち 硬結 の面か ら検討 した 場合 に

も,特 異的反応 曲線 はPPD-sの 濃度に よ りその 曲線

の 山は変動す る といつて よか ろ う。

考 案

大八木5)は 結核未感染,BCG未 接種乳幼児 につい

て2,000倍,500倍 お よび100倍 稀釈 旧ツ液 による非

特 異的反応を観察 して,使 用す る1日ツ液が濃 くなれば,そ

れにつれ非特異 的反応 も大 きくな るてとを認 め,ま たB

CG接 種後3ヵ 月におけ る乳幼 児について同様 な各稀

釈 旧 ツ液 に よる特異 的反応 を観察 し,非 特異 的反応の場

合 と同 じく使用 す る旧 ツ液 が濃 くなれば,そ れにつれて

特異 的反応 も大 きくな るてとを認 めた。各稀釈 旧 ツ液 に

よる非特異 的反応 の変動 は,旧 ツ液が ツベル ク リン活性

物質 以外に種 々の不純 物 を含有す るてとに よる現象で あ

ると推察 され る。てれに対 して,ツ ベル ク リン活 性物質

をま成分 とす ると考 え られ るPPD-s(精 製 ツベル ク

リン)が,も し真 に ツベル ク リン活性物質のみか らな る

程度 にまで精製 され るな らば,非 特異 的反応 は人体 に用

い られ る程度の濃度問では,そ の濃度 を増加 して も大 き

くは変 動 しないだ ろ うと思われ るし,特 異的反応は その

曲線を描けば,曲 線の頂点は濃度の増加に準 じて,発 赤

の大 きさの大 きい方へ変動す るであ ろ うと思われ る。か

か る観 点か ら前報に2)に つづ けて,今 回はPPD-sの

特 異的反応を検 討 したが,0.03γ と0.06γ のPPD

-sに おいて陰性限界値 は濃度の ひ くい方が 高い方 よ り

わずかなが ら高 く,ツ 反応の信頼度は濃度の ひ くい方 よ

り高い方がわずかなが ら高い傾向がみ られた。発赤の大

きさの平均値は0.03γ 群で は10.994mmで,0.06γ

群では13.037mmで0.03γ 群 よ り0.06γ 群の方

が大 き く,そ の度数分 布 曲線 も0.06γ 群の方が0.03

γ群 よ り発赤の大 きさの大 きい方へずれてお り,硬 結の

大 きさで も0.06γ 群の方が0.03γ 群 よ り大 きい。換

言すれば,特 異的反応を発赤,硬 結の それ ぞれの大 きさ

か ら検討 した場合に,旧 ツ液 の場合 と 同様 にPPD-s

の濃 度に よってその曲線の 山は変動す る といつて よか ろ

う。

さて私は 前報2)に おいて4種 のPPD-s(0.03,

0.06,0.12お よび0.24γ/0.1ml)間 の 非特 異的反応

は相互 に大差 がなかつた てとを認 め,ま た今回は2種 の

PPD-s(0.03,0.06γ/0.1ml)に よ る特 異的反応 は

濃度 によつてその反応 の大 きさは変 動す るとい う成績 を

得 た。したが ってPPD-sは 旧 ツ液 よ りもかな り精製

された ツ液 であ るといい うるであ ろう。

結 論

PPD-sの2才 未 満の 健康 なBCG接 種後3ヵ

月の乳幼児 を対象 として,特 異的反応 を検討 し,次 の成

績 を得 た。

PPD-s0.03γ/0.1mlに よ る特 異的反応は0.06γ/

0.1mlの それよ り小 さい。 陰性限界値 は ツ反応 の信頼

度 を99%と す ると,0.03γ 群 では3.5mm,0.06γ

群では3.2mmで あつ た。5mmを 陰性限 界値 とす る

とツ反応の信頼度は0.03γ 群では96%,0.06γ 群で

は97%に なつ た｡前 回の成績 と今 回の 成績 か ら,P

PD-sは 旧ツ液に比 してか な り精製 され たツ液で あ ると

いい うるで あろ う。

終 りに臨み御指導,御 校閲を賜 わつた碑沢部長に感謝

す る。
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